
 

 

 

 

 

 

第２９号 2022.03.13 発行 

 

２０２２年作業が始まりました 

 

八ヶ岳の寒さも緩み始めた３月１１日、冬眠から覚めた縄文人たちは仕事を再開です。今年の冬は例年に

なく寒さが厳しく、またコロナ対策のために家に閉じこもっていたためか、久しぶりに屋外で顔を合わす

面々の顔には『さあ～、やるぞ！』といったエネルギーが満ち溢れていました。２０１９年から始まった「縄

文住居をつくる会」も４年目を迎え、多少マンネリを感じる人もいるかもしれません。今年は新たな取り組

みを取り入れて、いろいろなイベントを企画していきたいと考えています。その第一弾として、４月には

『埋蔵文化財センター ツアー』を開催します。５月にも理科室との『もちつきイベント』を企画していま

すので『作業はもうしんどくて～』と言う人もどんどん梅之木遺跡に足を運んでください。  

 

✿ ４号棟完成に向けていろんな意見が出ます 

３号棟とは異なり４号棟は宿泊施設ということで、玄関に扉を取り付けたり、窓に蓋を取りつけたりしま

すが、これといった正解はありません。皆で考え、アイデアを出して検討を重ねます。いろいろ試行錯誤し

ながら考えるのも認知症対策の一環です。最終的な完成時にはどのような形になっているのか楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✿ 野焼きで縄文土器を再現 

  陶芸家が須玉、高根、中山の粘土を使って縄文土器を再現 

しています。炎の温度とススの付き具合で時間と共に表面の 

色合いが変わっていきます。再現された土器は４号棟内に 

設置される予定。素焼きなので水甕などとして使ったとも 

考えにくく用途は謎ですが、暮らしの中でどのように土器の 

デザインを考えて製作していたのか、何のためのものなのか、 

縄文人の暮らしぶりを想像するとロマンが膨らみます。 

小さなものは、体験学習で作成されたものだそうです。 

梅之木通信  

【縄文住居をつくる会】 



✿ ５号棟建設予告編 

  ５号棟は今までの３、４号棟とは異なった形の建物になる予定です。岩手県の御所野遺跡の住居 

を参考に正面は三角形、後方は楕円型をした竪穴住居になるようですが、どのような骨組みにした 

ら良いのか、梁や垂木は、とまた頭を悩ませることになりそうです。 

 

 

 

 

 

  

 

   

 【梅之木遺跡公園 縄文住居復元全体図】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 広場を囲む形に５つの住居が再現されて、梅之木遺跡のムラが完成です。５号棟建設後は縄文の生活体

験などを通して住居の活用が進んでいくようです。我々も単に住居の建設作業に携わるだけではなく、縄

文人の生活様式を知り、縄文人たちの文化をもっと深く探究してみたいと思います。 

 縄文ムラ 

広場 

３号棟（４本柱） 

ふるさと倶楽部縄文ハウス 

４号棟（７本柱） 

宿泊棟 

２号棟（５本柱） 

見学棟 

１号棟（５本柱） 

体験棟 

５号棟（６本柱） 

倉庫 


